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アジェンダ

Greengrass と Lambda

AWS IoT Greengrass で Lambda を動かす

事前準備



事前準備
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・以下の機材があることをご確認ください。ハンズオン 接続編 を一通り実施しておくことをお勧めします。

・PC ・USB LANアダプタ ・LANケーブル ・KES IoT Logic.comp／.simple +GG

Chrome をインストールしておいてください。 PCにLANポートがある場合は不要ですが

IP設定を固定し切替ながらセットアップするため、

専用にもう1つあると変便利です。

・SIM挿入済みであること

・AWS IoT へのアップ、ダウンが完了していること

（ハンズオン 接続編が完了していること）

Wi-Fi、有線LAN、またはモバイル経由でインターネットに

アクセスできるようにしてください。

AWSのアカウントがあることが前提です。

・証明書／プライベートキー

事前準備

Lambda を設定する前の環境準備

Greengrass設定編が完了している前提です。



Lambda を設定する前の環境準備
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AWS IoT Greengrass でメッセージングができていること

PLC <-> KES IoT Logic <-> GG <-> AWS IoT と メッセージング ができていることを確認してください。

FAネットワーク

http://xx.xx.xx.xx

http://xxx.aws.amazon.com

192.168.xx.xx

MELSEC
D100

への読書きが
できる前提



Greengrass と Lambda
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Greengrassグループ における Lambda の説明

Lambda は Greengrass Core にデプロイされ、メッセージング を利用し、Device、Cloudと通信やデータを処理します。

Greengrass と Lambda

IoT Greengrass Core 

Lambda

Local Shadow Service

証明書とプライベートキー

リソースファイル

IoT thing 

IoT Device Core

AWS IoT 
(IoT Cloud)

Shadow Service

Greengrassグループ

サブスクリプション
リソース
コネクタ

Thing <-> IoT Cloud
topic

Message Broker

Thing <-> Lambda
topic

Lambda<->IoT Cloud
topic



KES IoT Logic 
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KES IoT Logic と Lambda

KES IoT Logic は Thing として動作し、Lambda と 通信します。

Lambda と KES IoT Logic

IoT Greengrass Core 

Lambda

Local Shadow Service

証明書とプライベートキー

リソースファイル

IoT thing 

IoT Device Core

GW Hardware

AWS IoT 
(IoT Cloud)

Shadow Service

サブスクリプション
リソース
コネクタ

Message Broker

Thing -> Lambda
topic

Lambda

Lambda

デプロイ

Greengrassグループ

プログラム
プログラム



Greengrass で Lambda を動かす



Lambda の 作成
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① クリックし、メニューを開きます

② Lambda を別のタブで開きます
（後で AWS IoT に戻ってくるため）
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クリック
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下へスクロール
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Lambdaの名前を設定します（任意）
本資料では HelloWorld で進めます
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Python3.7 を選択します
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後で変更しますが、デフォルトとします

クリック



17

閉じる

関数が作成されました

画面を下へスクロールし
関数を確認します
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確認後、戻ります

関数の確認です
デフォルトテンプレートが
反映されています
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クリック

関数がコールされるトリガーを
設定します
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ドロップダウンを開きます
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AWS IoT を選択
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IoTタイプ カスタムIoTルールを選択
ルール 新規ルールの作成を選択
ルール名 任意
ルールの説明 任意
に設定します
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①
関数を呼び出すイベントを設定します

SELECT * FROM “TestThing/#” と入力
モノの名前に関連付いたイベントをワイル
ドカードで引き取るように設定します

②クリック
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これでトリガーが設定
されました
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クリック

関数に権限を与えます
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クリック
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クリック
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①AWSGr と入力

②AWSGreengrassFullAccess と表示
された項目に チェック を入れます

③クリック
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①AWSGreengrassFullAccessがアタッチ
されたことを確認

②IAMロールの設定は完了です
タブを閉じます
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これで、トリガーと権限の設定は完了です
関数のプログラムを編集するため、ダウン
ロードします

アクションを開いて
“関数のエクスポート”をクリック
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クリック
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ZIP圧縮ファイルがダウンロード
されるので、解凍します

lambda_function.py が入ってます
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Greengrass Coreとやり取りするためのライブラリを取得します

ブラウザで URL
https://github.com/aws/aws-greengrass-core-sdk-python
へアクセスしてください

https://github.com/aws/aws-greengrass-core-sdk-python
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①クリック

②クリック
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ダウンロードした sdk を解凍します
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greengrasssdk が必要なライブラリ群になります
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関数のエクスポートにてダウンロードしたLambda
があるディレクトリに、先のダウンロード、解凍
した“greengrasssdk”をディレクトリごとコピーし
ます

次に
lambda_function.py のプログラミングに入ります
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import greengrasssdk
import json
import logging

iot = greengrasssdk.client('iot-data')

def lambda_handler(event, context):

logging.info( "-> publish json: {}".format( json.dumps(event) ) )

return
vent) ) )    return

lambda_function.py を次のように書き換えます

greengrasssdk は先にダウンロードした Core とや
り取りするためのライブラリです

json はThingから受け取ったデータをdumpするた
めに利用します
logging は log出力用に利用します

Lambda に渡される event (TestThingが送信した
データ)を json にダンプし、log へ出力します

プログラムの説明

書き換えが終わったら、保存して閉じてください

GreengrassCoreからコールされるエントリ関数名
は任意に名前でOKですが、AWS Lambdaコンソー
ルに設定が必要になります
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書き換えたソースファイルと greengrasssdk を合
わせて、zip圧縮します

ZIPファイル名は 任意 です
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ZIPファイルができましたので

クラウド lambda サービスへアップします
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アクションを開いて

.zipファイルをアップロード をクリック

ブラウザ Lambda にもどっての作業です
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先にローカルで圧縮したZIPファイルを
選択します

クリック
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ローカルで書き換えたプログラムファイル
と greengrasssdk がアップされました

これで 何もしない Lambda の作成が完了
しました
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Lambda のエントリー関数は
Greengrass Core から呼び出されます

Thing(KES IoT Logic) から Publish された際、関数
にエントリーします
また、 Publishデータはエントリー関数の引数とし
て渡されます

これらの設定を 以降の作業にて行います

確認のため下へスクロール
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GreengrassCoreが呼び出す
エントリー関数になります
プログラミングした pythonファイル名. エントリー関数名
に合わせる必要があります

書き換える場合は編集をクリック
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プログラミングした
pythonファイル名のエントリー関数名
に合わせ編集してください
保存して、関数のポータルに戻ります



Lambda で Publish を受信する
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アクションを開き
新しいバージョンを発行
をクリック
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任意の説明をつけます

クリック
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アクションを開き
エイリアスの作成
をクリック
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任意の name を入力

Version は先に作成したバージョンを選択

(注意) $LATEST を選択するとGreengrass Coreへ
デプロイできなくなるので、選択しないでください

クリック
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これで
Lambdaの設定は完了です

AWS IoT 側での作業に戻ります
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利用している
Greengrassグループの
Lambda へ移動します

クリック

Greengrassグループへ
Lambda を登録します



54

クリック
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先に作成した
Lambdaを探します
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チェックを付けます

クリック
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クリック
エイリアスを複数作成している
場合、各バージョンが列挙され
ます
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GreengrassグループにLambda
が追加されました
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設定の編集をクリック
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下へスクロール
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タイムアウトを
30 秒 に変更します
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クリック
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Lambdaの設定の編
集が完了です

クリック
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サブスクリプションへ移動します

Lambdaへのデータの流れを
サブスクリプションに登録し
ます

クリック
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下記ように設定します

ソース GREENGRASSデバイスTestThing
トピック pub_topic
ターゲットLAMBDA HelloWorld

クリック
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Lambdaへのフローが登録
できました

アクション
デプロイを選択
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KES IoT Logic(IoT Thing) と Lambda 間の通信

これで Lamdbda の作成と Thing のデータ受信の設定ができました。

Lambda と KES IoT Logic

IoT Greengrass Core 

Lambda

Local Shadow Service

証明書とプライベートキー

リソースファイル

IoT thing 

IoT Device Core

AWS IoT 
(IoT Cloud)

Shadow Service

サブスクリプション
リソース
コネクタ

Message Broker

Thing -> Lambda
topic

Lambda
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192.168.xx.xx/filemanager.php で開きます

ログインは従来通り
ユーザー admin
パスワード xxxxx にてログインします

次のLambdaの動作をデバッグします
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なお、ディレクトリ構成は
<root>
├─syslog Linuxのsyslogファイル(カレント)
└─ggc Greengrassログ

└─var
└─log

├─crash.log Greengrass Core クラッシュログ
├─system Greengrass Core System系ログ
│ ├─xxxx
│ └─xxxx
└─user

├─xxxx Lambda関連ログ
└─xxxx
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ggc より 順に階層を下り、
/ ggc / var /log / user / xxxxx / xxxxxx / HelloWorld.log ファイル

を ダウンロード(または 表示）します
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lambda_function.py 9行目に書いた

logging.info( "-> publish json: {}".format( json.dumps(event) ) )

にて出力しているログメッセージがあることを確認ください

Thing から Core へ送信されるたびに Lambda がコールされ、ロ
グが出力されます
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KES IoT Logic(IoT Thing) と Lambda 間の通信

これで Lamdbda で Thing のデータが受信できていることが確認できました。

Lambda と KES IoT Logic

IoT Greengrass Core 

Lambda

Local Shadow Service

証明書とプライベートキー

リソースファイル

IoT thing 

IoT Device Core

AWS IoT 
(IoT Cloud)

Shadow Service

サブスクリプション
リソース
コネクタ

Message Broker

Thing -> Lambda
topic

Lambda



Lambda から Publish を送信する
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KES IoT Logic(IoT Thing) と Lambda 間の通信

次に Lamdbda から IoT Cloud へデータを送信します。

Lambda と KES IoT Logic

IoT Greengrass Core 

Lambda

Local Shadow Service

証明書とプライベートキー

リソースファイル

IoT thing 

IoT Device Core

AWS IoT 
(IoT Cloud)

サブスクリプション
リソース
コネクタ

Thing -> Lambda
topic

Lambda

Shadow Service

Message Broker

Lambda -> IoT Cloud
topic
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import greengrasssdk
import json
import logging

iot = greengrasssdk.client('iot-data')

my_counter = 0

def lambda_handler(event, context):
global my_counter
logging.info( "-> publish json: {}".format( json.dumps(event) ) )
iot.publish( topic="lambda_topic", payload=json.dumps(

{ "message": "my_counter: {}".format(my_counter) }
) )

my_counter = my_counter + 1
return

lambda_function.py を次のように書き換えます

Python内に グローバルスコープ の変数を用意し
ます

グローバル変数を 格納し、publishします

プログラムの説明

書き換えが終わったら、保存して閉じてください

Greengrasssdk.client オブジェクトを利用します
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書き換えたソースファイルと greengrasssdk を合
わせて、zip圧縮します

ZIPファイル名は 任意 です
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アクションを開いて

.zipファイルをアップロード をクリック

前回と同じ手順です
ブラウザ Lambda にもどっての作業です
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先にローカルで圧縮したZIPファイルを
選択します

クリック
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ローカルで書き換えたプログラムファイル
と greengrasssdk がアップされました

続けて、先ほどと同様に
新しいバージョンの発行、エイリアスの作
成を行います

任意の名前でOKです

バージョンは 2 を指定します
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これで
Lambdaの設定は完了です

AWS IoT 側での作業に戻ります
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①削除します

AWS IoT Greengrassグループ
Lambda へ移動します

②クリック
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チェックを付けます

次へ進みます
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チェックを付けます

クリック
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設定の編集をクリック
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下へスクロール
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存続期間が長く無制限に稼働する関数に
するをチェック
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クリック
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Thing から Lambda へ設定を行い
ます

サブスクリプションは関数が変わるごとに再設定
が必要です

クリック
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Lambda から IoT Cloud への設定を
新たにセットします

Topic は Pythonコード内に書いた
トピックになります

クリック
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デプロイ

サブスクリプションは都度 全削除して再度設定する方が
確実です
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ダウンロード

filemanager を開き、lambdaが
データ受信できていることを確認
します
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lambda_function.py 9行目に書いた

logging.info( "-> publish json: {}".format( json.dumps(event) ) )

にて出力しているログメッセージがあることを確認ください
Lambda が Thing のPublish を受信していることになります
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AWS IoT
MQTTクライアントにて lambda が Publish しているトピックが
取得できるか確認します
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“message” : “my_counter: xx”
と表示されれば 受信 OK
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ⓒKanazawa Engineering Systems Inc.

お疲れさまでした！
これでLambda編は完了です！


